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脇
差
︿
額
銘
﹀
備
州
長
船
盛も
り
か
げ景

（
貞
治
―
備
前
）

	
	

南
北
朝
中
期
　
約
六
六
〇
年
前

長
巻
直
し
造
り
　
刃
長
一
尺
五
寸
五
分
（
47
㎝
弱
）
反
り
三

分
二
厘
　
元
巾
八
分
六
厘
　
先
巾
七
分
六
厘
　
重
ね
二
分
四

厘

　

横
手
の
線
は
あ
る
が
大
磨
上
げ
の
長
巻
直
し
の
脇
差
で
、

仕
立
て
直
さ
れ
た
中な
か
ご心
の
中
央
に
額
銘
を
嵌
め
る
。
身
巾
は

や
や
細
め
で
、
反
り
浅
く
切
先
が
大
き
く
延
び
、
鎬
高
く
ス

ル
ド
さ
の
あ
る
姿
で
あ
る
。
地
鉄
、
板
目
で
流
れ
も
交
え
、

地
沸
こ
ま
か
く
つ
い
て
映
り
が
盛
ん
に
、
ま
さ
に
繁
多
に
立

つ
。
刃
文
、
小
沸
づ
い
た
互
ノ
目
と
片
落
ち
互
ノ
目
を
連
ら

ね
て
表
は
特
に
高
く
、
刃
中
に
小
足
入
り
、
葉
が
飛
ぶ
。
帽

子
、
浅
く
乱
れ
込
み
先
き
焼
詰
め
る
。

　

額
銘
で
備
州
長
船
盛
景
と
し
っ
か
り
と
銘
の
残
る
脇
差
で

あ
る
。
大
宮
派
の
一
類
で
南
北
朝
期
に
一
族
備
前
で
活
躍
し
、

盛
景
は
そ
の
代
表
工
。
作
域
は
広
く
、
の
た
れ
を
主
調
と
す

る
も
の
、
丁
子
や
互
ノ
目
の
交
じ
る
変
化
の
あ
る
乱
れ
刃
、

角
互
ノ
目
の
出
来
、
青
江
風
の
直
刃
な
ど
多
彩
で
、
当
時
一

般
的
な
備
前
の
作
風
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
激
し
い
作
風
が

特
色
で
あ
る
。
本
作
は
盛
景
に
一
番
見
か
け
る
刃
文
に
、
姿

は
切
先
が
大
き
く
延
び
、
往
時
は
豪
壮
な
長
巻
姿
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
、
南
北
朝
盛
期
の
時
代
色
が
よ
く
反
映
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
映
り
の
激
し
さ
は
特
筆
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
五
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
備
州
長
船
盛も

り
み
つ光

　
　
　
応
永
卅
一
年
八
月
日

（
室
町
初
期
―
備
前
）
五
九
七
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
六
寸
六
分
強
（
50
・
５
㎝
）
反
り
四
分

元
巾
八
分
九
厘
　
先
巾
六
分
一
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

ス
ラ
リ
と
し
た
姿
で
、
先
反
り
気
味
に
頃
合
い
に
反
り
、

重
ね
や
や
厚
く
、
表
裏
に
棒
樋
を
掻
い
て
品
よ
く
き
れ
い
。

地
鉄
、
板
目
錬
れ
、
肌
目
が
き
れ
い
に
現
れ
て
杢
目
が
よ

く
交
じ
り
、
沸
が
こ
ま
か
に
つ
き
、
映
り
が
刃
上
に
淡
く
広

く
た
つ
。
刃
文
、
匂
い
出
来
の
腰
開
き
の
互
ノ
目
に
丁
子
交

じ
り
、
や
や
小
模
様
に
匂
い
口
締
ま
り
ご
こ
ろ
で
品
が
よ
い
。

帽
子
、
乱
れ
こ
み
先
き
尖
っ
て
返
る
。

　

応
永
備
前
を
代
表
す
る
盛
光
の
脇
差
で
あ
る
。
本
作
は
盛

光
の
刃
文
と
し
て
は
穏
や
か
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
地
鉄
が

よ
く
、
映
り
が
よ
く
現
れ
て
出
来
が
よ
い
。
享
保
五
年
の
十

三
代
本
阿
弥
光
忠
の
折
紙
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
黒
呂
鞘
に

龍
金
具
で
揃
え
た
拵
も
豪
華
で
よ
く
、
鎺は
ば
きも
金
無
垢
で
、
昔

か
ら
大
事
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　

金
無
垢
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

本
阿
弥
光
忠
折
紙
付
き

　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円
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●
次
頁
に
続
く

黒
呂
塗
鞘
脇
差
拵　
︿
縁
頭
﹀
波
に
飛
龍
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
這
龍
図　

金
地　

容
彫
︿
鐔
﹀
雲
に
雨
龍
図　

鉄
磨
地

隅
入
り
角
木
瓜
形　

金
布
目
象
嵌　

土
手
耳　
︿
小
柄
﹀
這
龍
図　

赤
銅
七
々
子
地　

金
紋　

裏
・
哺
金　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
濃
緑
蛇
腹
糸
巻
（
拵
の
総
長　

七
二
㎝
）

脇
差
︿
折
返
し
銘
﹀
備
前
国
吉
井
助す
け
の
り則

（
応
永
―
備
前
）

	
	

室
町
初
期
　
約
六
〇
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
七
寸
七
分
半
（
53
・
８
㎝
）
反
り
五
分

元
巾
八
分
七
厘
　
先
巾
七
分
　
重
ね
二
分
強

　

元
来
刀
の
長
さ
で
あ
っ
た
も
の
を
磨
上
げ
て
銘
を
折
返
し

て
残
し
、
片
手
打
ち
の
寸
法
に
仕
立
て
直
し
て
い
る
。
元
先

の
巾
差
少
な
く
、
重
ね
頃
合
い
で
反
り
深
く
つ
き
中
切
先
、

表
裏
に
棒
樋
を
掻
き
通
す
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ
ご
こ
ろ
が

交
じ
り
、
強
め
に
肌
立
つ
。
刃
文
、
丸
い
互
ノ
目
主
体
に
小

互
ノ
目
や
尖
り
風
を
交
え
、
小
沸
つ
き
、
砂
流
し
わ
ず
か
に
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
か
ら
続
く

か
か
り
小
足
入
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
み
尖
り
ご
こ
ろ
に
小
丸
。

　

長
船
に
隣
接
す
る
吉
井
で
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か

け
て
作
刀
し
た
刀
工
を
吉
井
派
と
称
し
て
い
る
。
特
色
の
あ

る
作
柄
で
、
小
沸
出
来
の
揃
っ
た
小
互
ノ
目
を
連
れ
て
焼
い

て
い
る
。
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
応
永
以
降
の
も
の
で
、
応
永

の
吉
則
や
今
回
の
助
則
、
永
享
の
清
則
・
永
則
ら
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
本
作
は
短
く
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る

が
、
中な
か
ご心

は
折
返
さ
れ
て
立
派
な
銘
が
残
り
、
な
か
な
か
印

象
的
で
あ
る
。
作
は
吉
井
そ
の
も
の
の
出
来
で
、
拵
は
波
濤

図
金
具
の
時
代
の
あ
る
半
太
刀
拵
が
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
五
万
円

黒
石
目
塗
雨
龍
図
影
蒔
絵
鞘
波
濤
図
金
具
半
太
刀
拵

︿
総
金
具
=
縁
頭
・
鯉
口
・
栗
形
・
柏
葉
・
小
尻
﹀
波
濤
図　

四
分
一
磨
地　

鋤
出
・
鋤
下
彫　
︿
目
貫
﹀
龍
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
波
濤
に
二
階
菱
透
し
図　

赤
銅
波
地

長
丸
形　

鋤
出
彫　

四
分
一
覆
輪　
︿
小
柄
﹀
お
多
福
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
哺
金
（
擦
れ
多
し
）︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
革
巻
（
拵
の
総
長　

八
一
㎝

て
い
る
。
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
応
永
以
降
の
も
の
で
、
応
永

図
金
具
の
時
代
の
あ
る
半
太
刀
拵
が
つ
い
て
い
る
。
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短
刀
　
宇
多
国く
に
む
ね宗

（
文
明
―
越
中
）

	
	

室
町
中
期
　
約
五
四
〇
年
前

平
造
り
　
刃
長
六
寸
五
分
（
19
・
８
㎝
）
反
り
な
し
　
元
巾

六
分
三
厘
　
先
巾
四
分
四
厘
　
重
ね
二
分
三
厘

　

小
ぶ
り
で
先
き
わ
ず
か
に
内
反
り
と
な
り
、
重
ね
は
厚
く
、

鎧
通
し
と
呼
ば
れ
る
短
刀
で
、
棟
は
真
の
棟
に
造
っ
て
い
る
。

地
鉄
、
黒
ず
ん
だ
板
目
が
流
れ
て
肌
立
ち
、
表
は
特
に
柾
が

か
り
、
地
沸
が
肌
に
か
ら
ん
で
厚
く
つ
き
輝
く
筋
状
の
沸
と

な
り
、
地
景
入
る
。
刃
文
、
浅
い
の
た
れ
に
互
ノ
目
を
交
え
、

沸
強
く
つ
い
て
さ
か
ん
に
ほ
つ
れ
、
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、

の
た
れ
込
み
、
し
き
り
に
掃
き
か
け
、
棟
焼
に
繋
が
る
。

　

宇
多
派
は
鎌
倉
末
期
の
文
保
ご
ろ
に
、
大
和
国
宇
陀
郡
か

ら
古
入
道
国
光
が
越
中
に
移
住
し
て
き
て
開
祖
と
な
り
、
以

後
室
町
時
代
に
わ
た
っ
て
繁
栄
し
て
い
る
。
国
宗
は
古
入
道

の
子
と
伝
え
、
国
房
と
並
ん
で
宇
多
派
を
代
表
す
る
刀
工
で
、

同
銘
は
南
北
朝
か
ら
室
町
末
期
に
及
ぶ
。
た
だ
見
か
け
る
の

は
室
町
中
期
文
明
こ
ろ
の
国
宗
が
ほ
と
ん
ど
で
、
本
作
も
そ

の
一
振
で
、
銘
振
り
よ
く
、
地
刃
の
出
来
に
時
代
性
と
宇
多

派
の
特
色
が
十
分
に
表
れ
て
い
る
。
幕
末
の
古こ

渓け
い

拵
と
呼
ば

れ
る
合
口
拵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
朱し
ゅ
う
る潤

み
塗
に
柄
の
立り
ゅ
う
ご鼓

の
と
り
方
は
上
手
で
、
内
外
味
わ
い
深
い
短
刀
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
六
十
五
万
円

朱
潤う

る

み
塗
鞘
合
口
拵
（
古こ

渓け
い

拵
）

︿
目
貫
﹀
菊
桐
紋
図　

銀
地　

桐
紋
に
金
鍍
金

（
ネ
ジ
込
み
式
目
釘
兼
用
）︿
笄
﹀
亀
図　

鉄
磨

地　

銀
据
文　
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し　
︿
柄
﹀

朱
漆
懸
け
琴
糸
巻
（
拵
の
総
長　

三
二
・
五
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

平
造
り
　
刃
長
九
寸
一
分
（
27
・
６
㎝
）
先
内
反
り
　
元
巾

九
分
　
先
巾
六
分
六
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

身
巾
広
め
の
大
ぶ
り
な
短
刀
で
、
重
ね
厚
め
で
三
つ
棟
と

な
り
、
先
き
内
反
り
の
キ
リ
っ
と
し
た
姿
。
表
に
素
剣
、
裏

に
護
摩
箸
を
彫
る
。
地
鉄
、
板
目
で
刃
寄
り
・
棟
寄
り
に
流

れ
交
り
、
肌
立
ち
、
地
沸
つ
い
て
地
景
入
る
。
刃
文
、
直
ぐ

調
が
浅
く
の
た
れ
、
匂
い
深
く
小
沸
よ
く
つ
き
、
砂
流
し
・

金
筋
か
か
っ
て
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
返

り
長
く
焼
き
下
げ
る
。

　

駿
河
国
に
は
室
町
中
期
か
ら
新
刀
期
に
か
け
、
島
田
派
と

い
う
刀
工
群
が
大
井
川
の
島
田
の
宿
で
活
躍
し
た
。
そ
の
代

表
が
義
助
で
、
古
刀
期
の
室
町
期
だ
け
で
も
四
代
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
島
田
物
は
実
用
刀
が
多
く
、
土
地
柄
、
徳
川
・

今
川
・
武
田
の
豪
族
ら
に
刀
を
納
め
、
こ
と
に
武
田
氏
を
作

刀
の
販
売
対
象
と
し
て
栄
え
た
。
今
回
の
義
助
は
永
正
末
年

ご
ろ
の
作
と
思
わ
れ
、
相
州
伝
の
作
域
で
、『
駿
遠
豆
三
州

刀
工
の
研
究
』
に
は
「
お
そ
ら
く
相
州
上
工
た
と
え
ば
行
光

を
狙
っ
た
作
と
思
わ
れ
、
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
。
義
助

の
傑
作
で
あ
る
」
と
あ
る
。
拵
も
葵
紋
金
具
の
品
よ
い
合
口

拵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
柄
を
黒
の
出だ

し
鮫ざ
め

と
し
立り
ゅ
う
こ鼓

を
と

っ
て
中
ほ
ど
キ
ュ
ッ
と
狭
ま
っ
て
姿
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
46
年
・
第
20
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
『
駿
遠
豆
三
州
刀
工
の
研
究
』
所
載

　
　
　
　
　
　
　
　

桐
箱
付
き
　
　
二
八
〇
万
円

短
刀
　
義よ
し
す
け助

（
永
正
―
駿
河
）

	
	

室
町
後
期
　
約
五
〇
〇
年
前

ぎ
す
け
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●
次
頁
に
続
く

黒
出
し
鮫
黒
呂
塗
鞘
合
口
拵　
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し　
︿
目
貫
﹀
葵
紋
三
双　

赤
銅
七
々
子
地　

容
彫

︿
小
柄
﹀
葵
紋
三
双　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

裏
・
磨
地　
︿
目
釘
﹀
銅
製
差
込
式　

頭
に
赤
銅
色
絵
（
拵
の
総
長　

四
一
㎝
）

脇
差
　
伊
予
掾
源
宗む
ね
つ
ぐ次

（
寛
永
―
肥
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
三
九
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
七
寸
六
分
（
53
・
４
㎝
）
反
り
四
分
　

元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
七
分
三
厘
　
重
ね
二
分
強

　

長
さ
・
反
り
頃
合
い
で
、
中
切
先
が
延
び
、
鎬
高
く
重
ね

厚
め
で
手
応
え
の
あ
る
重
量
の
脇
差
。
地
鉄
、
小
板
目
つ
み
、

地
沸
厚
く
つ
い
て
細
か
い
地
景
が
入
る
強
靭
な
鍛
え
。
刃
文
、

焼
き
の
高
い
互
ノ
目
に
大
き
め
の
丁
子
が
交
り
、
沸
が
厚
く

よ
く
つ
き
、
足
さ
か
ん
に
入
っ
て
覇
気
が
あ
り
、
明
る
く
輝

く
。
帽
子
、
焼
き
が
ご
く
深
く
、
先
き
小
丸
で
返
り
長
く
、

焼
き
下
げ
て
棟
焼
に
つ
な
が
る
。

　

伊
予
掾
宗
次
は
肥
前
佐
賀
の
刀
工
・
源
正
次
の
子
。
伊
予

掾
の
受
領
は
慶
長
11
年
で
、
同
じ
肥
前
の
初
代
忠
吉
の
武
蔵

大
掾
受
領
の
元
和
10
年
よ
り
も
18
年
も
古
い
。
そ
の
初
代
忠

吉
は
源
正
次
に
引
き
取
ら
れ
て
鍛
錬
を
習
っ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
の
で
、
宗
次
と
忠
吉
の
二
人
は
兄
弟
弟
子
と
い
う
こ
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
か
ら
続
く

と
に
な
る
。
寛
永
初
期
の
作
刀
が
多
く
、
乱
れ
刃
を
得
意
と

し
、
沸
・
匂
い
が
よ
く
つ
く
激
し
い
作
行
で
あ
る
。
こ
の
脇

差
も
そ
の
一
振
で
、
よ
く
乱
れ
た
刃
文
は
覇
気
が
あ
り
、
傑

作
の
一
つ
で
あ
る
。
拵
は
頭
は
角つ
の

の
懸
け
巻
き
に
し
て
い
る

が
、
他
は
皆
色
金
の
出
来
の
よ
い
も
の
で
揃
え
る
。
黒
呂
の

鞘
も
ツ
ヤ
が
あ
り
、
全
体
に
し
っ
か
り
と
し
た
良
拵
。

　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺
（
越
中
着
せ
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）　
　
八
十
五
万
円

黒
呂
塗
鞘
脇
差
拵　

黒
漆
塗
角
︿
縁
﹀
木
村
友
長
刻　

鮎
図　

赤
銅
磨
地　

薄
高
彫　

毛
彫　

金
・
四
分
一
色
絵

︿
目
貫
﹀
正
光
（
花
押
）︿
際
端
銘
﹀
流
水
菊
花
図　

素
銅
地　

容
彫　

金
・
赤
銅
色
絵　
︿
鐔
﹀
鍾
馗
図　

赤
銅
磨
地　

丸
形　

片
切
・
毛
彫　

角
耳
小
肉

︿
小
柄
﹀
蘆
刈
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
・
銀
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
紺
蛇
腹
糸
巻
（
拵
の
総
長　

七
七
・
五
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
越
後
守
藤
原
国く

に
と
も儔

	

（
元
和
―
京
都
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
三
九
五
年
前

鵜
ノ
首
造
り
　
刃
長
一
尺
三
寸
三
分
弱
（
40
・
２
㎝
）
反
り

四
分
二
厘
　
元
巾
一
寸
七
厘
　
先
巾
九
分
六
厘
　
重
ね
二
分

四
厘

　

身
巾
・
重
ね
あ
っ
て
元
先
の
巾
差
変
わ
ら
ず
大
切
先
が
延

び
、
実
に
力
強
い
姿
の
鵜
ノ
首
造
り
の
脇
差
。
上
半
の
棟
を

強
く
削
ぎ
、
元
に
薙
刀
樋
を
刻
し
て
全
体
に
も
陰
影
濃
い
。

地
鉄
、
板
目
が
こ
ま
か
く
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
が
厚
く
つ
い

て
地
景
の
入
る
強
靭
な
鉄
。
刃
文
、
焼
き
高
め
の
大
の
た
れ

刃
で
、
刃
縁
に
沸
が
よ
く
つ
き
、
わ
ず
か
に
互
ノ
目
が
か
っ

た
り
細
い
砂
流
し
や
金
筋
か
か
り
、
や
や
沈
み
ご
こ
ろ
。
帽

子
、
そ
の
ま
ま
の
浅
い
互
ノ
目
で
、
先
き
棟
に
寄
っ
て
小
丸
、

先
き
掃
き
か
け
る
。

　

堀
川
国
広
門
の
国
儔
は
、
古
伝
に
「
生
国
日
向
飫お

び肥
、
国

広
の
甥
、
慶
長
頃
、
京
に
住
す
」
と
あ
る
。
ま
た
同
門
で
後

輩
に
あ
た
る
初
代
国
助
・
親
国
貞
の
直
接
的
な
指
導
者
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
年
紀
作
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

本
作
は
ま
こ
と
に
健
全
な
一
振
で
、
鵜
ノ
首
造
り
に
は
迫
力

が
あ
り
、
刃
文
は
の
た
れ
に
互
ノ
目
を
交
え
て
国
広
を
見
る

よ
う
で
あ
り
、
鍛
え
も
素
晴
ら
し
い
。
典
型
・
傑
作
の
一
振
。

　
　

金
無
垢
二
重
鎺　

白
鞘　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
『
刀
剣
美
術
』
令
和
元
年
七
月
号
「
定
例
鑑
賞
会
」
所
載

　
　

佐
藤
寒
山
博
士
、
田
野
辺
道
宏
師
鞘
書
あ
り

　
　

藤
代
『
刀
工
辞
典
』
新
刀
編
所
載

　
　
二
〇
〇
万
円
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三
処
物
　
堀
江
興お
き
な
り成

　
七
草
図

︿
小
柄
・
笄
﹀
堀
江
興
成
（
花
押
）
行
年

六
十
六
才
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　

金
・
銀
象
嵌
色
絵

︿
目
貫
﹀
興
・
成
（
割
り
際き

端ば
た

銘
）
金
無

垢
地
　
容
彫

　

春
の
七
草
を
彫
っ
た
金
色
ま
ば
ゆ
い
三

処
物
。
小
柄
に
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
セ
リ
・
ハ
コ

ベ
、
笄
に
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ナ
ズ
ナ
、
目
貫

に
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ
を
彫
っ
て
い
る
。

小
柄
・
笄
は
赤
銅
七
々
子
地
に
高
彫
金
色

絵
を
し
、
小
柄
は
セ
リ
の
根
を
素
銅
で
、

笄
は
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
根
を
銀
で
象
嵌
し
て

彩
い
ろ
ど
り

を
添
え
る
。
両
者
と
も
傷
み
の
な
い

厚
地
の
金
哺
金
を
施
し
実
に
鮮
や
か
。
そ

こ
に
行
年
を
加
え
た
流
暢
な
切
銘
を
入
れ

て
い
る
。
目
貫
は
大
き
な
厚
手
の
金
無
垢

地
で
際
端
に
興
・
成
と
切
り
分
け
る
。

　

若
く
し
て
こ
の
道
に
入
っ
た
興
成
は
、
当
時
の
江
戸
の
著

名
工
の
門
（
浜
野
政
随
家
・
大
森
英
秀
家
・
尾
崎
直
政
）
を

つ
ぎ
つ
ぎ
と
叩
い
て
研
鑽
に
は
げ
み
、
独
立
し
て
一
家
を
成

し
た
。
の
ち
阿
波
の
蜂
須
賀
家
二
十
五
万
石
余
に
抱
え
ら
れ
、

江
戸
在
住
で
同
家
の
八
丁
堀
の
藩
邸
内
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
も
と
も
と
蜂
須
賀
家
は
刀
装
金
工
を
厚
遇

し
て
お
り
、
そ
の
お
眼
鏡
に
か
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
興

成
の
評
判
が
当
時
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。
長
寿
で
75
歳
ま
で
の
行
年
銘
の
作
品
が
確
認
さ
れ
る
。

本
作
は
立
体
感
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
富
む
堂
々
た
る
貫
禄
の
出

来
の
三
処
物
で
、
浜
野
・
大
森
・
後
藤
な
ど
の
各
流
派
を
融

合
し
た
よ
う
な
作
柄
に
独
自
の
ひ
と
味
を
加
え
て
お
り
、
こ

れ
が
興
成
の
特
徴
で
も
あ
る
。
健
全
で
保
存
よ
く
、
興
成
の

傑
作
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

銘拡大
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大
小
縁
頭
　
寿
岳
斎
石
黒
政ま

さ
よ
し美

（
花
押
）

春
草
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　
金
・
銀
象
嵌
色
絵

　

赤
銅
七
々
子
地
に
的
確
な
高
彫
・
金
色
絵
で
、
タ
ン
ポ
ポ

や
ツ
ク
シ
を
可
憐
に
あ
し
ら
っ
た
大
小
縁
頭
。
極ご
く
し
ゃ
く赤で

漆
黒

の
粒
の
こ
ま
か
い
七
々
子
地
に
、
金
色
絵
は
性
が
よ
く
、
ま

こ
と
に
目
に
鮮
や
か
。
フ
チ
の
シ
ト
ド
メ
も
も
ち
ろ
ん
金
無

垢
で
あ
る
。

　

花
鳥
の
作
品
で
高
名
な
石
黒
派
の
実
力
者
・
政
美
の
作
。

石
黒
派
は
石
黒
政
常
に
始
ま
り
、
以
後
幕
末
に
到
る
ま
で
多

く
の
優
工
を
輩
出
し
て
栄
え
た
。
特
に
政
常
の
高
弟
・
政
美

は
大
活
躍
し
、
薩
摩
島
津
家
の
抱
え
工
に
も
な
り
同
藩
の
江

戸
藩
邸
に
住
ん
で
仕
事
を
し
た
。
腕
の
よ
い
家
系
で
、
実
子

に
石
黒
是
美
と
明
治
画
壇
の
岡
本
秋
暉
が
い
る
。
秋
暉
に
は

重
美
に
認
定
さ
れ
て
い
る
花
鳥
図
の
絵
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

政
美
の
影
響
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
本
作
は
大
小
揃
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
よ
く
、
ま
た
寿
岳
斎
を
冠
し
た
政
美
の
鮮
明
な

銘
字
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
七
〇
万
円

目
貫
　
利と

し
ま
さ政

（
花
押
）︿
金
短
冊
銘
﹀

秋
草
図
　
金
無
垢
地
　
赤
銅
置
金
　
金
象
嵌
　
容
彫

　

朝
顔
と
葛
を
金
無
垢
地
に
彫
っ
た
鮮
や
か
な
目
貫
。
朝
顔

は
今
は
夏
の
八
月
に
見
る
花
で
あ
る
が
、
昔
の
旧
暦
で
い
う

と
九
月
で
あ
り
、
両
者
と
も
秋
の
花
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

厚
手
の
金
無
垢
地
に
花
と
葉
を
重
な
る
よ
う
に
タ
ワ
ワ
に
彫

り
上
げ
、
一
部
の
葉
は
黒
い
赤
銅
の
置
金
と
し
、
中
の
葉
脈

は
金
線
象
嵌
す
る
。

　

利
政
に
は
初
・
二
代
が
あ
り
、
初
代
は
安
永
３
年
の
水
戸

生
ま
れ
。
金
工
修
業
の
た
め
江
戸
へ
出
て
横
谷
英
精
家
に
学

び
、
の
ち
同
門
の
先
輩
で
あ
る
桂
永
寿
を
師
と
す
る
。
優
れ

た
技
量
を
認
め
ら
れ
養
子
に
迎
え
ら
れ
て
桂
姓
を
継
ぎ
、
ま

た
師
と
同
じ
く
久
留
米
藩
有
馬
家
の
抱
え
工
と
な
る
。
後
年

は
剃
髪
入
道
し
て
名
も
宗
隣
と
改
め
88
歳
の
長
寿
を
保
っ
た
。

江
戸
に
住
み
、
作
風
は
水
戸
出
身
な
が
ら
水
戸
彫
の
影
響
は

見
ら
れ
ず
、
横
谷
風
の
も
の
や
、
優
美
さ
が
前
面
に
出
た
彫

技
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
二
代
は
初
代
の
実
子
で
、
水
戸
の

一
柳
友
善
の
分
家
・
友
道
の
門
に
入
る
。
初
代
の
宗
麟
改
銘

後
に
利
政
を
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
、
江
戸
金
工
の
有
力
者
と

な
り
、
の
ち
明
治
の
中
頃
ま
で
東
京
に
生
存
し
た
。

　

本
作
は
銘
は
キ
ッ
チ
リ
と
金
短
冊
で
裏
に
入
る
。
見
る
人

を
喜
ば
せ
る
鮮
や
か
な
出
来
で
あ
る
が
明
治
金
工
の
雰
囲
気

も
あ
り
、
二
代
の
傑
作
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
幕
末
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
三
十
五
万
円

小大
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鐔
　
無
銘
　
尾
張

井
桁
透
し
図
　
鉄
鎚
目
地
　
丸
形
　
透
し
彫
　
角
耳
小
肉
　

両
櫃
孔
・
四
分
一
当
金

　

よ
く
鍛
え
ら
れ
た
厚
手
の
鉄
で
、
中
低
に
仕
上
げ
ら
れ
た

尾
張
鐔
独
特
の
造
り
込
み
に
、
井
桁
を
透
し
た
重
厚
な
鐔
。

尾
張
鐔
に
は
左
右
対
称
の
図
が
多
い
と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な

図
柄
で
あ
る
が
、
枡
の
横
長
の
四
つ
の
透
し
、
ま
た
角
々
の

繫
ぎ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
少
し
ず
つ
変
え
て
お
り
、
気
を
入

れ
た
作
で
あ
る
。
厚
め
に
と
っ
た
耳
や
、
ガ
ッ
チ
リ
し
た
透

し
の
付
け
根
な
ど
、
同
派
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

尾
張
鐔
は
京
透
し
・
赤
坂
と
と
も
に
三
大
透
し
鐔
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
重
厚
・
謹
厳
で
あ
り
、
骨
格
が
し
っ
か
り
と

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
明
治
期
の
著
名
な
愛
鐔
家
の

故
・
秋
山
久
作
翁
は
「
地
透
し
物
の
内
、
武
人
の
目
よ
り
し

て
、
尾
州
物
に
優
る
物
、
有
る
事
な
し
」
と
ま
で
言
い
切
っ

て
い
る
。
本
作
は
姿
も
左
右
同
寸
で
、
味
わ
い
深
い
尾
張
鐔

の
典
型
の
一
枚
で
あ
る
。
室
町
後
期
。

◆
縦
七
六
・
一
㎜　

横
七
六
㎜　

厚
さ
六
・
三
㎜
（
耳
の
と

　

こ
ろ
）、
五
・
四
㎜
（
切
羽
台
の
と
こ
ろ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
五
十
五
万
円

鐔
　
利と

し
は
る春

月
下
芦
雁
図
　
赤
銅
磨
地
　
障あ

泥お
り

形
　
鋤
出
し
高
彫
　
金
・

銀
・
素
銅
象
嵌
色
絵
　
鋤
残
し
土
手
耳

　

漆
黒
の
赤
銅
磨
地
の
耳
を
厚
く
太
く
と
り
、
中
を
や
や
窪

ま
せ
た
落
ち
着
い
た
形
の
鐔
。
表
に
湖
畔
で
帰
り
を
待
ち
受

け
る
雁
と
、
上
に
急せ

く
よ
う
に
帰
来
す
る
雁
を
三
羽
。
湖
畔

の
芦
の
金
色
絵
が
大
き
く
き
れ
い
。
裏
に
雁
は
お
ら
ず
、
天

空
に
三
日
月
を
大
き
く
銀
色
絵
、
雲
を
金
色
絵
。
下
方
に
金

の
芦
と
素
銅
の
石
を
配
し
、
余
韻
を
残
す
。

　

利
春
は
奈
良
派
の
利
長
の
門
人
。
利
長
は
享
保
ご
ろ
の
人

で
利
永
の
弟
子
。
高
名
な
利
寿
は
利
永
の
門
人
と
い
わ
れ
る

の
で
、
利
長
は
利
寿
と
同
門
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
流

れ
を
汲
む
利
春
の
き
れ
い
な
赤
銅
磨
地
の
鐔
で
、
奈
良
式
の

精
巧
で
小
模
様
な
高
彫
色
絵
の
工
法
で
彩
る
。
江
戸
中
期
の

江
戸
に
お
け
る
奈
良
派
の
隆
盛
は
す
さ
ま
じ
く
、
そ
の
門
下

に
参
集
す
る
者
は
数
知
れ
ず
の
流
行
を
み
た
。
そ
の
隆
盛
の

一
端
を
担
っ
た
工
で
あ
る
。
傷
み
な
く
保
存
が
よ
い
。
江
戸

中
期
。

◆
縦
七
三
・
一
㎜　

横
六
九
・
五
㎜　

厚
さ
四
・
七
㎜
（
耳

　

の
と
こ
ろ
）、
四
㎜
（
切
羽
台
の
と
こ
ろ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
〇
万
円
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縁
頭
　
無
銘
　
勘か

ん

四し

郎ろ
う

波は

濤と
う

山
道
図
︿
縁
﹀
赤
銅
・
素
銅
・
銀
芋
継
地
　
鋤
出
し
彫

　
　
　
　
　
︿
頭
﹀
四
分
一
磨
地
　
鋤
出
・
鋤
下
彫

　

肥
後
の
波
濤
図
の
縁
頭
で
、
カ
シ
ラ
は
四
分
一
磨
地
に
波

を
鋤
出
・
鋤
下
彫
し
、
山
道
の
線
を
深
く
刻
む
。
フ
チ
は
高

さ
の
浅
い
樋
形
で
、
赤
銅
主
体
に
素
銅
を
三
分
の
一
ほ
ど
、

月
を
細
く
銀
と
し
、
三
種
を
芋
継
ぎ
し
た
磨
地
に
波
を
彫
り

色
合
い
よ
く
見
事
。
手
の
か
か
り
よ
う
と
風
雅
な
画
題
が
織

り
な
し
、
何
と
も
い
わ
れ
ぬ
味
わ
い
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

肥
後
金
工
・
四
主
流
の
う
ち
の
一
つ
、
西
垣
派
の
初
代
・

勘
四
郎
の
優
縁
頭
。
勘
四
郎
は
慶
長
18
年
に
生
ま
れ
、
二

代
・
平
田
彦
三
か
ら
彫
金
の
技
術
を
相
伝
し
た
の
ち
独
立
、

細
川
家
か
ら
扶
持
を
得
る
。
勘
四
郎
の
特
徴
は
風
雅
で
あ
る

と
昔
か
ら
い
わ
れ
、
確
か
に
他
の
三
派
と
は
異
な
る
趣
が
あ

る
。
こ
の
縁
頭
は
時
代
も
あ
る
上
に
、
動
き
の
あ
る
彫
り
口

に
、
地
金
の
組
み
合
わ
せ
手
法
な
ど
か
ら
、
初
代
・
西
垣
勘

四
郎
の
作
と
鑑
せ
ら
れ
た
。
勘
四
郎
ら
し
い
個
性
が
表
れ
て
、

ま
こ
と
に
優
れ
た
出
来
栄
え
を
見
せ
て
い
る
。
江
戸
前
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
三
〇
万
円

鐔
　
葛
飾
住
丙
午
如
月
吉
日
（
昭
和
41
年
）

　
　
真
柳
叟
守も

り
へ
い平

（
花
押
）

茨
木
童
子
図
　
四
分
一
磨
地
　
障あ

泥お
り

形
　
薄
高
彫
　
甲
鋤
彫

金
・
銀
・
素
銅
色
絵
　
小
柄
櫃
孔
・
金
埋
め
　
耳
・
打
返
し

　

大
き
な
厚
手
の
立
派
な
鐔
で
、
ツ
ヤ
の
あ
る
四
分
一
磨
地

で
仕
立
て
、
耳
を
強
く
打
ち
返
す
。
表
に
、
雲
に
乗
り
何
か

を
抱
え
て
飛
び
去
ろ
う
と
し
て
い
る
鬼
を
薄
高
彫
、
顔
は
ま

さ
に
般
若
で
赤
色
の
素
銅
と
す
る
。
銀
の
髪
は
乱
れ
迫
力
満

点
。
手
・
足
も
銀
と
し
、
服
は
桐
文
の
柄
を
金
色
絵
。
裏
面

は
大
き
な
屋
敷
。
屋
根
の
梁
が
崩
れ
、
瓦
が
空
に
飛
び
散
っ

て
い
る
。
鬼
が
こ
こ
か
ら
飛
び
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
毛
彫
・

薄
高
彫
を
巧
み
に
交
え
、
各
所
に
金
・
銀
色
絵
。

　
『
御
伽
草
子
』
な
ど
各
書
に
登
場
す
る
茨
木
童
子
の
名
場

面
。
大
江
山
の
酒
吞
童
子
の
下
、
源
頼
光
と
そ
の
四
天
王
に

退
治
さ
れ
、
逃
げ
の
び
る
も
渡
辺
綱
に
片
腕
を
切
り
落
と
さ

れ
た
。
そ
の
腕
を
綱
の
屋
敷
（
鐔
の
裏
面
）
に
取
り
返
し
に

来
た
と
い
う
と
こ
ろ
。
守
平
は
昭
和
を
代
表
す
る
現
代
金
工
。

明
治
32
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
初
め
吉
岡
光
重
に
学
び
、
の

ち
豊
川
家
二
代
光
長
の
門
人
と
な
る
。
独
立
後
に
守
平
と
改

名
。
昭
和
46
年
没
。
本
作
は
41
年
の
晩
年
の
力
作
。
銘
部
は

『
金
工
銘
鑑
』
に
所
載
さ
れ
る
。
な
お
銘
の
葛
飾
と
は
千
葉

県
市
川
市
真
間
（
東
葛
飾
郡
真
間
）
の
こ
と
。
現
代
。

◆
縦
八
八
・
五
㎜　

横
八
四
・
六
㎜　

厚
さ
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
金
工
銘
鑑
』
所
載
（
銘
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り　
　

六
〇
万
円
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目
貫
　
無
銘
　
通

つ
う
じ
�
う乗

（
光
美
折
紙
極
め
）

払ほ
�
す子

図
　
赤
銅
地
　
容
彫
　
金
・
銀
・
四
分
一
色
絵

　

キ
リ
ッ
と
締
ま
っ
た
厚
手
の
赤
銅
地
に
、
払
子
の
毛
の
部

分
は
四
分
一
と
し
、
毛
に
刻
ま
れ
た
細
い
彫
り
は
流
暢
で
見

事
。
持
ち
手
の
柄
の
先
の
管
部
・
輪
は
銀
色
絵
、
小
尻
部
と

巻
き
つ
け
た
房
は
鮮
や
か
に
金
色
絵
。
だ
い
た
い
仏
具
と
は

思
っ
て
い
る
よ
り
華
や
か
な
も
の
で
、
本
作
に
も
そ
の
豪
華

さ
が
表
さ
れ
て
い
る
。
裏
の
根
も
高
い
作
っ
た
ま
ま
の
姿
。

　

後
藤
宗
家
15
代
光
美
の
極
め
に
よ
り
、
11
代
通
乗
の
作
と

極
め
ら
れ
た
繊
細
で
美
し
い
目
貫
。
通
乗
は
元
禄
か
ら
活
躍

し
て
お
り
、
横
谷
宗
珉
な
ど
町
彫
金
工
の
台
頭
著
し
い
時
期
、

江
戸
に
お
い
て
家
彫
の
格
式
を
守
り
つ
つ
時
流
に
あ
わ
せ
た

斬
新
な
作
品
も
生
み
だ
し
、
後
藤
家
の
作
風
を
大
き
く
転
換

さ
せ
た
工
。
そ
の
た
め
後
藤
家
の
下
七
代
の
最
初
の
人
に
挙

げ
ら
れ
、
家
彫
に
吹
き
込
ん
だ
新
風
の
一
端
は
今
回
の
作
か

ら
も
窺
え
る
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

特
製
落
し
箱
付
き
　
　
三
十
五
万
円

後
藤
折
紙
付
き
（
15
代
光
美
）

鐔
　
文
斎
　
黒
羽
勝か
つ
ゆ
き随

（
花
押
）

源
平
合
戦
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
長
丸
形
　
鋤
出

高
彫
　
金
・
銀
・
素
銅
象
嵌
色
絵
　
耳
・
金
色
絵

覆
輪

　

目
の
詰
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
武
将
・
松
樹
を

高
彫
し
て
金
色
絵
す
る
。
軍
旗
は
銀
色
絵
し
引
両

は
赤
銅
色
絵
、
処
々
の
こ
ま
か
い
と
こ
ろ
に
銀
や

素
銅
を
入
れ
る
。
特
に
松た
い
ま
つ明
は
素
銅
色
絵
。
背
景

の
山
々
を
磨
地
で
鋤
出
彫
し
、
霞
文
を
場
面
の
高

低
差
に
用
い
る
。

　

鑑
定
証
に
「
源
平
合
戦
図
」
と
あ
り
、
多
数
の

松
明
か
ら
夜
襲
の
場
面
で
、
木
曽
義
仲
を
大
将
と

す
る
砺と

波な
み

山
で
の
奇
襲
戦
、
倶
利
伽
羅
峠
の
合
戦

図
と
思
わ
れ
る
。
表
の
大
鎧
の
武
将
は
朝
日
将
軍

義
仲
で
、
傍
の
旗
印
に
笹さ
さ
り
ん
ど
う

竜
胆
の
家
紋
を
金
色
絵
。

裏
面
は
追
い
詰
め
ら
れ
た
武
将
と
、
馬
と
共
に
崖

か
ら
転
落
す
る
平
家
の
武
者
を
描
く
。
勝
随
は
岩

間
信
随
の
門
人
で
、
の
ち
養
子
と
な
り
岩
間
家
三

代
目
を
継
承
す
る
。
作
風
は
岩
間
流
の
高
肉
彫
と

い
う
が
本
作
は
後
藤
流
の
出
来
で
、
表
裏
と
も
に

合
戦
図
を
こ
ま
か
く
描
き
、
表
裏
の
武
将
は
高
く

彫
ら
れ
て
見
事
。
性
の
よ
い
赤
銅
地
で
重
量
あ
っ

て
金
覆
輪
が
全
体
を
締
め
、
豪
華
さ
を
出
し
て
い

る
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
八
一
・
八
㎜　

横
七
六
㎜　

厚
さ
五
・
一
㎜

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
七
十
五
万
円
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　鑑定書で「京金工」に極められた作を三点。京金工とは有名流
派に属さない江戸後期の京都の金工たちの総称であるが、場所
柄、後藤の流儀をとり入れ、金を多くあしらった作が多い。
　今回の三点も後代の後藤の作と見てよいような作柄で、以前は
脇後藤とかの極めになったものであろうが、今は新しい極め言葉
の「京金工」と統一しているようである。特に江戸後期と見られ
る作はその傾向が強いようである。逆にその点からも、あまり使
われておらず、きれいで傷みない作が多いともいえるようである。

笄
　
無
銘
　
京
金
工

目
貫
　
無
銘
　
京
金
工

小柄　無銘　京金工

獅
子
図
　
金
無
垢
地
　
容
彫
　
陰
陽
根

　

大
ぶ
り
な
雌
雄
獅
子
の
金
無
垢
目
貫
。
裏
か
ら
の
へ
し
出
し
も

よ
く
効
き
高
さ
が
あ
り
、
金
色
よ
く
ツ
ヤ
が
あ
る
。
二
頭
と
も
前

肢
は
前
方
に
突
き
出
し
、
後
肢
は
力
強
く
土
を
蹴
る
。
た
て
が
み

や
尾
を
ふ
さ
ふ
さ
と
毛
彫
し
、
身
体
に
毬
模
様
を
浅
く
線
刻
す
る
。

裏
の
根
は
陰
陽
根
が
き
ち
ん
と
残
る
。

　

金
無
垢
目
貫
の
よ
さ
は
、
手
に
し
た
と
き
の
金
と
い
う
も
の
の

き
れ
い
さ
と
満
足
感
に
あ
る
。
今
般
、
金
の
価
格
は
高
騰
し
た
ま

ま
で
金
無
垢
目
貫
の
価
格
も
上
昇
気
味
で
あ
る
。
金
無
垢
目
貫
の

図
柄
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
今
回
の
獅
子
図
の
も
の
は
人
気
の
点

で
龍
図
と
並
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
〇
万
円

這
龍
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
金
紋
　
金
哺
金

　

赤
銅
七
々
子
地
に
傷
み
な
く
、
裏
の
哺
金
も
傷
み
な
く
、
笄
は
先
ま
で
ピ
ン

と
し
て
い
る
。
赤
銅
七
々
子
地
に
乗
る
金
紋
の
這
龍
は
、
小
柄
の
方
の
が
大
ぶ

り
で
、
そ
れ
だ
け
に
龍
の
造
作
、
鱗
な
ど
す
べ
て
が
少
し
大
粒
に
な
る
。
姿
態

は
両
方
と
も
手
慣
れ
て
お
り
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
見
栄
え
が
よ
い
。
龍
の

二
処
と
し
て
鞘
の
小
柄
・
笄
櫃
に
入
れ
る
分
に
は
揃
い
物
で
十
分
通
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
十
万
円

這龍図　赤銅七々子地　金紋　金哺金
保存刀装具鑑定書付
上製落し箱入り
16万円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
肥
前
国
住
人
忠た

だ
よ
し吉
作

（
元
和
―
肥
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
○
○
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
八
分
半
（
69
・
１
㎝
）
反
り
六
分

弱
　
元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
七
分
六
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

定
寸
に
身
巾
・
反
り
・
重
ね
頃
合
い
で
中
切
先
が
延
び
、

表
裏
に
棒
樋
を
彫
り
、
加
え
て
表
に
爪
付
剣
、
裏
に
梵
字
・

羂
索
を
刻
し
て
ま
こ
と
に
見
栄
え
が
よ
い
。
地
鉄
、
板
目
よ

く
錬
れ
て
つ
み
、
肌
目
が
き
れ
い
に
現
れ
、
地
沸
よ
く
つ
い

て
地
景
入
る
。
刃
文
、
小
沸
づ
い
た
穏
や
か
な
直
刃
仕
立
て
。

沸
・
匂
い
深
く
、
特
に
刃
縁
は
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
直

ぐ
調
に
先
き
尖
り
ご
こ
ろ
に
小
丸
、
わ
ず
か
に
掃
き
か
け
る
。

人
気
高
い
肥
前
・
初
代
忠
吉
の
「
住
人
忠
吉
」
銘
の
刀
で
あ

る
。
忠
吉
は
初
め
肥
前
国
忠
吉
と
五
字
銘
に
切
り
、
次
に
住

人
忠
吉
銘
を
併
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
一
般
に
住
人
銘
は

元
和
こ
ろ
に
多
い
。
晩
年
は
武
蔵
大
掾
忠
広
と
銘
す
る
。
住

人
銘
時
代
は
直
ぐ
調
や
の
た
れ
の
刃
文
が
多
く
、
本
作
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
表
裏
に
加
え
た
彫
物
が
よ
く
美
形
の

一
振
と
な
っ
て
い
る
。
拵
は
肥
後
拵
で
、
鞘
を
細
か
い
黒
線

塗
に
し
て
い
て
き
れ
い
で
洒
落
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円
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●
次
頁
に
続
く

黒
呂
千
段
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
頭
﹀
行
合
浪
図　

赤
銅
地　

鋤
出
彫　
︿
縁
﹀
雨
龍
図　

鉄
地　

鋤
出
彫

︿
目
貫
﹀
樋
定
木
に
揚
羽
蝶
図　

赤
銅
地　

金
七
々
子
地
丸
形
に
高
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
神
吉
と
銘
あ
り　

蘭
透
し
図　

鉄
磨
地　

六
ツ
木
瓜
形　

透
し
彫　

毛
彫

︿
小
尻
﹀
湖
畔
図　

鉄
地　

金
布
目
象
嵌　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
茶
燻く
す
べ
が
わ革

巻
（
拵
の
総
長　

九
七
㎝
）

脇
差
　
於
南
紀
文
珠
金き

ん
す
け
し
げ
く
に

助
重
国
造
之

（
万
治
―
紀
伊
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
五
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
五
寸
六
分
強
（
47
・
４
㎝
）
反
り
四
分

元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
七
分
　
重
ね
二
分
五
厘

　

長
さ
・
反
り
頃
合
い
、
身
巾
尋
常
な
が
ら
重
ね
が
厚
く
、

堅
実
な
姿
で
手
重
り
が
あ
り
、
表
裏
に
二
筋
樋
を
刻
す
る
。

地
鉄
、
板
目
流
れ
て
杢
が
交
り
、
肌
目
が
立
っ
て
よ
く
現
れ
、

地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
の
た
れ
調
に
浅
い
互
ノ
目
を
交
え
、

沸
よ
く
つ
い
て
匂
い
深
く
、
足
入
り
、
砂
流
し
・
沸
筋
か
か

る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
直
ぐ
で
さ
か
ん
に
掃
き
か
け
て
返
る
。

　

二
代
目
重
国
の
作
で
、
初
め
金
助
、
後
に
四
郎
兵
衛
と
称

す
る
。
銘
文
の
ほ
と
ん
ど
に
文
珠
と
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
世

に
「
文
珠
重
国
」
と
呼
ん
で
初
代
と
区
別
し
て
い
る
。
明
暦

か
ら
万
治
・
寛
文
の
作
品
を
見
、
重
刀
に
も
数
振
指
定
さ
れ

て
い
る
。
父
・
初
代
の
跡
を
継
ぎ
、
紀
州
藩
の
抱
え
工
と
な

り
、
徳
川
頼
宣
の
鍛
刀
の
お
相
手
を
行
っ
た
と
も
伝
え
て
い

る
。
本
作
は
地
鉄
の
錬
れ
具
合
が
よ
く
、
健
全
で
上
出
来
の

一
振
で
、
銘
に
金
助
と
き
ち
ん
と
入
る
作
は
珍
し
い
。
拵
も

雲
文
塗
の
鞘
に
、
金
具
は
上
作
の
も
の
で
揃
え
、
内
外
と
も

に
見
栄
え
の
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
七
十
五
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
・
重
国
の
刃
文
・
全
身
・
拵

黒
石
目
塗
雲
文
散
し
鞘
脇
差
拵　
︿
縁
頭
﹀
蔦
図　

赤
銅
細
石
目
地　

甲
鋤
彫　

高
彫　

金
・
素
銅
色
絵　
︿
目
貫
﹀
瓢
箪
図　

素
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
波
龍
図　

赤
銅
地　

鋤
出
彫　

丸
形　

耳
・
縄
目
金
覆
輪　
︿
小
尻
﹀
菊
花
図　

四
分
一
磨
地　

鋤
出
彫　

金
小
縁　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

八
〇
㎝
）

刀
　
日
置
光み

つ
ひ
ら平
造

（
正
保
―
江
戸
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
七
五
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
四
寸
強
（
72
・
８
㎝
）
反
り
三
分
八
厘

元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
二
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

長
寸
に
身
巾
あ
っ
て
反
り
浅
く
、
先
巾
は
そ
れ
ほ
ど
狭

ま
ら
ず
、
重
ね
あ
っ
て
ま
こ
と
に
し
っ
か
り
と
し
た
新
刀

姿
。
地
鉄
、
板
目
に
小
板
目
が
交
じ
っ
て
よ
く
錬
れ
、
地

沸
が
つ
い
て
焼
き
頭
か
ら
淡
い
映
り
が
立
つ
。
鎬
地
は
柾
が

か
る
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
丁
子
乱
れ
、
焼
き
が
鎬
筋
に
か

か
る
ま
で
上
が
る
豊
か
な
乱
れ
で
、
足
・
葉
さ
か
ん
に
入
り
、

砂
流
し
か
か
り
、
小
沸
よ
く
つ
き
美
し
い
。
帽
子
、
焼
き
深

く
、
互
ノ
目
が
か
り
、
先
き
小
丸
。

　

光
平
は
江
戸
石
堂
派
の
盟
主
で
あ
る
。
出
身
は
江
州
蒲
生

郡
。
日
置
山
城
守
一
法
の
長
男
で
、
常
光
・
宗
弘
・
是
一
ら

と
江
戸
へ
や
っ
て
来
て
江
戸
石
堂
の
一
群
を
形
成
し
た
。
本

作
は
光
平
の
初
期
に
あ
た
り
、
銘
は
特
別
重
要
に
指
定
さ
れ

て
い
る
正
保
三
年
紀
の
刀
の
銘
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
特
重
の
刀
に
は
金
象
嵌
截
断
銘
が
ベ
タ
ベ
タ
と
あ
っ
た
。

し
か
し
本
作
も
他
に
紛
れ
ぬ
光
平
の
傑
作
と
い
え
る
。
光
平

の
そ
の
後
の
活
躍
は
周
知
の
通
り
で
、
出
羽
守
を
受
領
し
、

の
ち
入
道
し
て
泰
信
と
称
し
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。
丁
子
華

や
か
な
本
作
は
光
平
の
力
量
を
余
す
所
な
く
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
二
八
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸
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全
身
を
除
い
て
原
寸

黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
稲
穂
に
雀
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
同
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
同
図　

赤
銅
石
目
地　

長
丸
形　

高
彫　

金
色
絵

︿
笄
﹀
同
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
小
柄
﹀
富
岳
図　

赤
銅
磨
地　

高
彫　

裏
・
哺
金　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
白
色
蛇
腹
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
八
㎝
）

刀
　
肥
前
国
住
人
広ひ

ろ
の
り則

（
寛
永
―
肥
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
三
九
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
五
分（
71
・
５
㎝
）反
り
六
分
五
厘

元
巾
九
分
四
厘
　
先
巾
六
分
七
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

定
寸
の
長
さ
に
反
り
浅
く
、
ス
ラ
リ
と
し
て
重
ね
は
頃
合

い
、
ま
こ
と
に
美
形
の
一
振
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
錬
れ

て
つ
み
、
地
沸
よ
く
つ
い
て
肥
前
の
小
糠
肌
と
称
す
る
も
の

に
な
る
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
小
沸
が
深
々
と
つ
い
た
互
ノ

目
に
丁
子
を
交
え
て
ま
こ
と
に
華
や
か
、
匂
い
口
冴
え
、
刃

中
足
が
刃
先
に
抜
け
る
ほ
ど
に
長
く
入
り
、
金
筋
入
っ
て
砂

流
し
さ
か
ん
に
か
か
り
、
実
に
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
浅

く
乱
れ
込
み
、
先
き
小
丸
に
返
る
。

　

肥
前
の
広
則
は
銘
鑑
に
よ
る
と
「
肥
前
国
住
人
、
慶
長
」

と
あ
り
、
初
代
忠
吉
の
門
人
と
さ
れ
、
今
回
の
重
刀
証
書
も

そ
れ
を
踏
襲
す
る
が
、
そ
の
後
研
究
が
進
み
、
現
在
で
は
播

磨
大
掾
忠
国
の
初
銘
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

だ
け
の
優
作
を
造
り
な
が
ら
作
品
が
少
な
い
こ
と
も
、
忠
国

の
初
銘
と
す
れ
ば
全
て
氷
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。　

　

忠
国
は
初
代
広
貞（
吉
家
）の
次
男
と
し
て
慶
長
３
年
に
生

ま
れ
た
。
初
銘
の
広
則
か
ら
、
寛
永
11
年
37
歳
で
播
磨
大
掾

を
受
領
し
忠
国
と
改
銘
し
た
。
脇
肥
前
の
優
工
で
、
た
い
へ

ん
な
長
命
で
元
禄
四
年
の
没
と
い
う
。
今
回
の
作
は
広
則
銘

の
優
品
で
資
料
的
に
も
価
値
高
い
。
有
名
工
の
作
と
は
知
ら

れ
ず
、
出
来
映
え
だ
け
で
早
い
機
会
に
重
要
刀
剣
に
指
定
さ

れ
た
と
い
う
の
も
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。
拵
は
赤
銅
地
に
稲

穂
に
雀
図
で
揃
え
た
豪
華
な
も
の
。
小
柄
だ
け
富
岳
図
に
入

れ
替
っ
て
い
る
の
は
残
念
だ
が
、
金
具
は
傷
み
な
く
、
ま
た

鞘
も
傷
み
な
く
、
柄
前
は
白
糸
を
蛇
腹
巻
き
し
て
、
全
体
に

キ
ッ
チ
リ
力
強
く
揃
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

   　

重
要
刀
剣
（
昭
和
40
年
・
第
13
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円
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中
心
・
刃
文
原
寸

●
次
頁
に
続
く

黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
稲
穂
に
雀
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
同
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
同
図　

赤
銅
石
目
地　

長
丸
形　

高
彫　

金
色
絵

︿
笄
﹀
同
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
小
柄
﹀
富
岳
図　

赤
銅
磨
地　

高
彫　

裏
・
哺
金　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
白
色
蛇
腹
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
八
㎝
）

槍
　
水
戸
住
直
江
平
助す

け
ま
さ政

　
　
文
化
五
年
二
月
日

（
江
戸
後
期
―
水
戸
）
二
一
三
年
前

両
鎬
造
り
　
長
さ
六
寸
一
分
（
18
・
４
㎝
）
元
巾
七
分
八
厘

先
巾
七
分
七
厘
　
重
ね
三
分
三
厘（
中
ほ
ど
）
総
長
60.3
㎝

　

頃
合
い
の
長
さ
の
両
鎬
造
り
の
直す

槍や
り

で
、
元
と
先
を
張
ら

せ
て
中
途
の
巾
を
狭
め
、
重
ね
厚
く
、
コ
リ
ッ
と
し
た
力
強

さ
が
あ
る
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
つ
み
、
地
沸
が
厚
く
つ

き
、
こ
ま
か
い
地
景
が
入
る
。
刃
文
、
直
ぐ
調
に
小
互
ノ
目

が
交
じ
り
、
沸
厚
く
つ
き
、
小
足
が
よ
く
入
り
、
長
い
砂
流

し
か
か
り
、
金
筋
も
入
る
。
帽
子
、
両
側
か
ら
直
ぐ
に
上
っ

て
先
き
丸
、
わ
ず
か
に
掃
き
か
け
る
。

　

近
世
後
期
以
降
、
水
戸
藩
工
の
頭
領
的
地
位
に
あ
っ
た
直

江
家
の
初
代
と
も
い
う
べ
き
助
政
は
、
市
毛
徳
鄰
と
と
も
に

水
戸
刀
を
代
表
す
る
名
工
で
あ
る
。
大
坂
の
尾
崎
助
隆
門
で

あ
る
が
、
小
板
目
よ
く
つ
ん
だ
地
肌
、
沸
・
匂
い
の
深
い
直

ぐ
調
の
た
れ
刃
を
焼
く
こ
と
か
ら
見
て
、
大
坂
新
刀
の
井
上

真
改
を
目
標
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
は
助

政
に
あ
っ
て
は
珍
し
い
槍
の
作
で
、
文
化
五
年
の
年
紀
が
入

り
、
銘
の
鏨
枕
は
ま
だ
ビ
ン
ビ
ン
と
立
っ
て
い
る
ほ
ど
の
健

全
さ
で
あ
る
。
作
域
も
、
つ
ん
だ
地
鉄
に
働
き
の
あ
る
沸
出

来
の
刃
文
を
焼
き
、
刀
の
優
作
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
助
政

の
優
品
の
一
つ
と
し
て
お
薦
め
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鞘
　
　
七
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
・
助
政
の
全
身

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
五
寸
三
分
強
（
76
・
７
㎝
）
反
り
八
分

五
厘
　
元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
四
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

長
寸
で
身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、
中
切
先
延
び
て
反
り
ご
く

深
く
つ
い
た
力
強
い
姿
で
、
手
に
あ
ま
る
重
量
が
あ
る
。
地

鉄
、
板
目
に
流
れ
ご
こ
ろ
交
り
、
刃
寄
り
は
特
に
柾
が
か
り
、

地
沸
つ
い
て
乱
れ
映
り
が
全
面
に
淡
く
立
つ
。
刃
文
、
丁
子

乱
れ
で
、
高
低
を
つ
け
て
尖
り
風
の
刃
も
交
じ
っ
て
華
や
か

に
乱
れ
、
沸
・
匂
い
深
く
つ
き
、
足
よ
く
入
り
、
葉
飛
び
、

こ
ま
か
な
砂
流
し
が
長
く
盛
ん
に
か
か
る
。
帽
子
、
乱
れ
込

ん
で
先
き
掃
き
か
け
、
尖
り
調
に
返
る
。

　

徳
宗
は
幕
末
に
盛
ん
に
活
躍
し
た
水
戸
刀
工
の
一
人
で
あ

る
。
市
毛
徳
鄰
の
弟
子
と
伝
え
、
の
ち
に
多
く
の
門
弟
を
養

成
し
、
初
代
・
勝
村
徳
勝
も
そ
の
門
下
で
あ
っ
た
。
子
に
徳

兼
が
お
り
、
共
に
水
戸
藩
の
白
旗
山
武
器
製
作
所
で
鍛
刀
し

て
い
て
本
作
も
そ
の
一
振
で
あ
る
。
徳
宗
の
作
風
は
丁
子
刃

を
焼
く
純
然
た
る
備
前
伝
一
筋
で
、
映
り
を
淡
く
出
す
古
作

一
文
字
伝
を
ね
ら
っ
て
技
術
的
に
も
優
れ
て
い
る
。
本
作
は

そ
の
代
表
作
と
も
い
え
、
長
さ
の
あ
る
豪
快
な
姿
は
素
晴
ら

し
い
。
拵
は
鉄
の
勝
虫（
ト
ン
ボ
）金
具
で
揃
え
、
鞘
は
黒
塗

に
青
貝
微
塵
を
散
ら
す
。
当
時
製
作
の
共
拵
で
ガ
ッ
シ
リ
し

た
も
の
。
勝
虫
に
願
い
を
込
め
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
苔
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
一
八
〇
万
円

刀
　
水
府
住
関
内
徳の

り
む
ね宗
於
白
旗
山
下
作

　
　
安
政
四
年
二
月
日

	

（
幕
末
―
水
戸
）
一
六
四
年
前
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黒
漆
青
貝
微
塵
塗
込
め
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
流
水
勝
虫
図　

鉄
磨
地　

赤
銅
据
文　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
勝
虫
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
勝
虫
に
蜘
蛛
図

鉄
阿
弥
陀
鑢
地　

長
丸
形　

真
鍮
据
文　

鉄
高
彫　

金
点
象
嵌　

耳
・
打
返
し　
︿
袋
小
尻
﹀
無
文　

鉄
荒
し
地　

金
小
縁　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
一
一
㎝
）

刀
　
依
正
興
好
　
水
府
住
徳の

り
か
つ勝
作
之

　
　
慶
応
三
年
二
月
日
（
幕
末
―
水
戸
）
一
五
四
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
六
寸
四
分
（
80
㎝
）
反
り
七
分
半
　
元

巾
一
寸
八
厘
　
先
巾
七
分
二
厘
　
重
ね
二
分
八
厘

　

二
尺
六
寸
超
え
の
勤
王
刀
と
呼
ば
れ
る
豪
刀
で
、
身
巾
や

や
広
め
に
重
ね
厚
く
、
中な
か
ご心

も
実
に
長
い
。
切
先
は
中
切
先

で
、
鎬
高
く
棟
を
卸
し
て
重
量
十
分
で
あ
る
が
、
反
り
深
く

つ
い
て
武
骨
さ
の
中
に
も
美
し
さ
が
あ
る
。
地
鉄
、
柾
目
肌

錬
れ
て
つ
み
、
や
や
肌
立
ち
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
地
景
入
る
。

刃
文
、
小
沸
づ
い
た
中
直
刃
仕
立
て
に
互
ノ
目
足
を
交
え
、

刃
中
に
砂
流
し
長
く
か
か
り
、
金
筋
や
ほ
つ
れ
が
さ
か
ん
に

働
く
。
帽
子
、
直
ぐ
に
先
き
小
丸
。

　

勝
村
徳
勝
は
文
化
六
年
水
戸
の
生
ま
れ
。
は
じ
め
水
戸
藩

工
の
関
内
徳
宗
（
前
頁
に
掲
載
）
に
学
び
水
戸
藩
の
刀
匠
と

な
っ
た
。
嘉
永
五
年
、
藩
命
に
よ
り
江
戸
に
出
て
、
細
川
正

義
・
固
山
宗
次
・
運
寿
是
一
ら
に
教
え
を
う
け
る
。
文
久
年

間
に
江
戸
小
石
川
の
水
戸
藩
邸
に
移
り
作
刀
す
る
。
初
期
は

と
も
か
く
中
期
以
降
の
作
品
は
全
て
大
和
伝
柾
鍛
え
で
、
実

戦
向
き
の
頑
丈
な
刀
を
大
量
に
造
り
ま
く
っ
た
。
一
般
に

「
水
戸
刀
」
と
い
う
と
、
実
戦
向
き
の
頑
丈
な
刀
を
思
い
う

か
べ
る
が
、
そ
の
代
表
が
こ
の
徳
勝
で
あ
る
。
数
も
多
く
、

た
く
さ
ん
の
水
戸
藩
士
が
共
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
で

本
作
は
為た
め
め
い銘

の
入
る
注
文
刀
。
大
変
長
く
、
そ
の
腕
力
が
偲

ば
れ
る
。
ま
た
出
来
も
よ
く
、
佐
藤
寒
山
博
士
の
昭
和
26
年

の
鞘
書
が
あ
り
「
同
作
中
傑
出
之
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘　
　

　
　
　
　
　

特
別
貴
重
刀
剣
認
定
書
付
（
昭
和
26
年
）

　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
昭
和
26
年
11
月
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
二
二
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
・
徳
勝
の
刃
文
・
中
心
・
全
身
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短
刀
　
国く
に
い
ち一
模
之

　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
二
日

　
　
　
村
正（

現
代
―
兵
庫
県
）
八
年
前

平
造
り
　
刃
長
七
寸
五
分
半（
22
・
８
㎝
）反
り
な
し

元
巾
七
分
五
厘
　
先
巾
五
分
三
厘
　
重
ね
一
分
八
厘

　

長
さ
ほ
ど
よ
く
、
身
巾
・
重
ね
頃
合
い
の
ス
ッ
キ

リ
し
た
姿
。
地
鉄
、
板
目
が
わ
ず
か
に
肌
立
ち
、
刃

寄
り
柾
流
れ
、
地
沸
が
こ
ま
か
に
よ
く
つ
く
。
刃
文
、

小
沸
づ
い
た
大
互
ノ
目
を
連
ら
ね
て
表
裏
が
揃
い
、

谷
に
沸
づ
き
、
肌
に
か
ら
ん
で
ほ
つ
れ
・
砂
流
し
か

か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
裏
は
特
に
掃
き
か
け
、
長
め

に
返
る
。

　

作
者
の
高
見
太
郎
国
一
師
は
、
現
在
大
活
躍
の
河
内
国
平

師（
奈
良
県
）が
最
初
に
と
ら
れ
た
お
弟
子
で
あ
る
。
ち
な
み

に
国
平
師
の
弟
子
は
こ
れ
以
降
、
名
前
に
二
郎
・
三
郎
な
ど

数
字
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
判
り
や
す
い
。
国
一
師

は
昭
和
48
年
４
月
生
、
兵
庫
県
佐
用
郡
上こ
う
づ
き月

町
出
身
。
平
成

４
年
３
月
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
国
平
師
に
入
門
。
同
11
年

独
立
し
て
、
故
郷
の
上
月
町
に
鍛
刀
場
を
設
立
す
る
。
新
作

名
刀
展
で
特
賞
を
何
度
も
と
り
、
令
和
元
年
に
は
無
鑑
査
の

指
定
を
受
け
た
。
本
作
は
、
銘
に
あ
る
通
り
村
正
写
し
の
短

刀
。
戦
国
時
代
、
村
正
が
作
ら
れ
た
ば
か
り
の
時
は
こ
ん
な

風
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
わ
せ
る
一
振
で
あ
る
。
拵
は
古

い
も
の
で
黒
鞘
に
当
た
り
等
あ
る
が
籐と
う
ま
き巻

柄
の
味
わ
い
深
い

も
の
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
拵
に
合
わ
せ
る
た
め
の
注
文

短
刀
な
の
か
と
も
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
五
万
円

黒
呂
鞘
籐と

う
ま
き巻

柄
短
刀
合
口
拵

︿
目
貫
﹀
瓢
箪
図　

金
地　

容
彫　
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し
（
拵
の
総
長　

三
八
・
五
㎝
）

＊

＊

全
身
を
除
い
て
原
寸
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鐔
　
無
銘
　
草く

さ
か
り苅
派

鐔
　
無
銘
　
京
透
し

雲
龍
図
　
赤
銅
磨
地
　
木
瓜
形
　
鋤
下
彫
　
金
平
象
嵌
　
毛

彫
　
耳
・
鋤
残
し
土
手
耳

　

漆
黒
の
厚
手
の
赤
銅
磨
地
に
、
耳
と
切
羽
台
を
鋤
残
し
て

木
瓜
形
に
象か
た
どり
、
鐔
の
表
裏
に
雲
龍
図
を
描
く
。
龍
は
大
き

め
に
金
平
象
嵌
し
、
体
の
細
部
に
毛
彫
を
加
え
る
。
雲
は
金

平
象
嵌
と
金
線
象
嵌
の
二
種
で
描
く
。

　

無
銘
で
は
あ
る
が
仙
台
の
草
苅
派
の
作
に
極
め
ら
れ
た
き

れ
い
な
鐔
。
草
苅
派
は
清
定
に
代
表
さ
れ
る
伊
達
藩
の
抱
え

工
で
、
同
地
の
渋
谷
派
と
共
に
金
・
銀
平
象
嵌
の
技
法
を
得

意
と
し
た
。
本
作
は
祥
瑞
の
象
徴
と
さ
れ
る
龍
と
雲
を
鮮
や

か
に
金
象
嵌
し
、
赤
銅
の
黒
地
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
華
や

か
な
鐔
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
六
八
・
四
㎜　

横
六
三
・
六
㎜　

厚
さ
五
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
十
八
万
円

四
方
破
れ
扇
透
し
図
　
鉄
地
　
丸
形
　
透
し
彫
　
角
耳
小
肉

　

鍛
え
良
好
な
鉄
地
に
、
鐔
面
を
四
本
の
線
で
分
割
し
て
破

れ
扇
を
対
角
に
透
す
。
扇
の
地
紙
の
破
れ
は
、
規
則
正
し
く

デ
ザ
イ
ン
的
で
あ
る
。
扇
は
縁
起
物
と
し
て
贈
答
し
た
り
、

風
を
お
こ
し
て
神
が
宿
る
と
さ
れ
、
お
守
り
に
も
な
っ
た
。

　

破
れ
扇
図
は
よ
く
あ
る
が
、
一
説
に
扇
の
地
紙
は
破
れ
て

も
肝
心
な
要か
な
めは

壊
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
不
屈
の
精
神
に

結
び
つ
け
て
貴
ん
だ
そ
う
だ
。
ま
た
壊
れ
物
に
哀
愁
や
無
常

を
感
じ
る
日
本
人
の
気
質
も
あ
る
よ
う
だ
。
鑑
定
書
で
京
透

し
に
極
ま
る
落
ち
着
い
た
中
に
も
華
の
あ
る
鐔
。
室
町
後
期
。

◆
縦
八
三
㎜　

横
八
三
・
一
㎜　

厚
さ
四
・
七
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
十
二
万
五
千
円


